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包装⽤用板紙、段ボールでのFSC認証包装⽤用板紙、段ボールでのFSC認証

2016年年7⽉月8⽇日
レンゴー株式会社

持続可能な紙利利⽤用のための
コンソーシアムシンポジウム
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レンゴーの環境経営のキーワード
「軽薄炭少」から「Less  is  more.」へ



Copyright © 2016 Rengo Co., Ltd. All right reserved.3

Agenda

n レンゴーの紹介
n 環境への取組み／エコアクション
n 古紙の有効利利⽤用と製品の軽量量化
n ⽣生物多様性への取組み
n FSC認証取得
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レンゴーの会社概要
社 名 レンゴー株式会社 Rengo  Co.,  Ltd.
創 業 1909年年（明治42年年）4⽉月12⽇日
設 ⽴立立 1920年年（⼤大正 9年年） 5⽉月 2⽇日
資 本 ⾦金金 31,066百万円（2016年年3⽉月31⽇日現在）
売 上 ⾼高 連結：532,534百万円、単独：274,247百万円（2016年年3⽉月期）
従業員数 連結：13,999名、単独：3,680名（2016年年3⽉月31⽇日現在）
事業所数 製紙⼯工場：5、段ボール⼯工場：26、紙器⼯工場：3、印刷加⼯工⼯工場：1

セロファン⼯工場：1 計37⼯工場

グループ企業
国 内 段ボール／紙器：39社、製紙：2社

軟包装／重包装：4社、その他：19社
海 外 7ヶ国56⼯工場8拠点

新仙台⼯工場新仙台⼯工場
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国内事業所・⼯工場

⼤大阪本社：⼤大阪府⼤大阪市北北区中之島 中之島セントラルタワー
東京本社：東京都港区港南 品川イーストワンタワー
中央研究所：⼤大阪府⼤大阪市福島区⼤大開
〃（福井）：福井県あわら市⾃自由ヶ丘
包装技術センター：埼⽟玉県川⼝口市領領家

本社・研究所

⼯工場・営業所
製紙⼯工場：5⼯工場
段ボール⼯工場 ：25⼯工場、1分⼯工場
同上営業所：25ヵ所
紙器⼯工場：3⼯工場
セロファン⼯工場：1⼯工場

⿃鳥栖⼯工場

防府⼯工場

松⼭山⼯工場

広島⼯工場

岡⼭山⼯工場
三⽥田⼯工場

尼崎⼯工場

和歌⼭山⼯工場

淀川⼯工場

京都事業所

滋賀⼯工場

新名古屋⼯工場

豊橋⼯工場
清⽔水⼯工場

湘南⼯工場

⻑⾧長野⼯工場

新潟⼯工場

福井⼯工場

武⽣生⼯工場

⾦金金津⼯工場

⻘青森⼯工場

前橋⼯工場

松本分⼯工場

利利根川紙器⼯工場

新仙台⼯工場

福島⽮矢吹⼯工場

利利根川事業所（製紙 &  加⼯工）

恵庭⼯工場

旭川⼯工場

千葉葉⼯工場
東京⼯工場

⼩小⼭山⼯工場

⼋八潮⼯工場
葛飾⼯工場

●段ボール⼯工場
●製紙⼯工場
●紙器⼯工場
●セロファン⼯工場

営業所：25ヵ所
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海外グループ会社
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レンゴーグループの製品とサービス

フィルム加⼯工
セロファン
不不織布
粘着テープ

機能材機能材

板紙板紙

包装機械

マルチ
パック

紙器段ボール
シート・ケース
段ボール

シート・ケース

古紙流流通

サービス
運輸・保険
リース・不不動産

軟包装
フィルム包装

セルロース
ビーズ

機
能
性

段
ボ
␗
ル

BIB

重包装

SP  ツール
POP
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エコアクションプラン／エコチャレンジ2020
項 ⽬目 2014年年度度 ⽬目標 2014年年度度 実績

地球温暖化対策の推進 化⽯石燃料料由来の⼆二酸化炭
素（CO2）排出削減

1990年年度度⽐比 26%削減※1
（794千t-‐‑‒CO2,  前年年度度⽐比1%減）

29.4％削減※2
（759千t-‐‑‒CO2,  前年年度度⽐比6％減） ○

物流流（特定荷主関連）
2007年年度度⽐比 原単位 8%削減 9.1%削減 ○

資源の有効利利⽤用の促進 古紙利利⽤用率率率の維持 97%以上を維持 98.0% ○

廃棄物の適正処理理と
最終処分量量の低減

構内発⽣生廃棄物の
再資源化の推進 再資源化率率率 97  % 98.0% ○

廃棄物の最終処分量量の低減 最終処分量量 4,250   t 3,386   t   ○

環境負荷の⼩小さい製品
の研究・開発と供給 段ボールの軽量量化 段ボールケースの平均坪量量

2004年年度度⽐比 8%削減 9.0%削減 ○

環境に配慮した資材の
調達と⽣生産活動の推進

VOC排出量量の削減 2000年年度度⽐比 41%削減 44.1%削減 ○

PRTR物質の移動量量／
排出量量の削減 2002年年度度⽐比 9%削減 9.9%削減 ○

※1 購⼊入電⼒力力の炭素排出係数は2010年年度度の数値を使⽤用（⾃自助努⼒力力を判定するため）
※2 2005年年度度⽐比 19.4％削減
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地球温暖化対策／CO2排出量量の削減

省省エネ設備省省エネ設備

省省エネ設備の導⼊入
燃料料転換燃料料転換

燃料料転換・再エネの利利⽤用
活動・体制活動・体制

省省エネ活動の実施

低炭素社会の実現のために、コストと環境を考慮し、ハード
(設備)と ソフト(活動)の両⾯面から省省エネと地球温暖化対策
に取り組んでいる。
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地球温暖化対策／CO2排出量量の削減

107.5 

80.0 90.8 

92.7 

92.0 

90.2 

94.7 

91.5 

87.9 82.8 77.1 

80.0 

79.4 

77.6 

80.6 75.9 
100

86.6
84.4

86.2 85.6
83.8

85.1 85.1
83.4

77.0

71.7
74.4 73.8

72.2
75.1

70.6

50

60

70

80

90

100

50

60

70

80

90

100

110

120

1990 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
年年度度

万 t-‐‑‒CO2

⼆二
酸
化
炭
素
排
出
量量

90
年年
度度
⽐比
指
数

⼆二酸化炭素（CO2）排出量量

指数●

（基準年年度度）

レンゴーの化⽯石エネルギー起源のCO2排出量量と原単位指数の推移

1990年年度度⽐比
29%削減



Copyright © 2016 Rengo Co., Ltd. All right reserved.11

製品の軽量量化
資源の有効利利⽤用 ⇔ Reduction  &  Recycleの推進

製品の軽量量化

循環型社会の実現にために、包装のパフォーマンスと環境を考慮し、
材料料と包装設計の両⾯面から段ボールの軽量量化に取り組んでいる。

原紙原紙

原紙の軽量量化

シートシート

シートの軽量量化

ケースケース

箱の形態による軽量量化
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製品の軽量量化
レンゴーと業界の段ボールの平均坪量量の推移
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業界平均※ 640.5 629.4 624.9 617.8 616.4 614.6 614.6 25.9
レンゴー 658.0 630.2 621.4 611.4 605.5 598.6 598.6 59.4
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古紙の有効利利⽤用
資源の有効利利⽤用 ⇔ Reduction  &  Recycleの推進
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古紙利利⽤用拡⼤大の取組みと課題
n 古紙の利利⽤用拡⼤大の取組み
ü未利利⽤用古紙の利利⽤用／機密古紙、難離離解性古紙

機密古紙専⽤用ライン 機密古紙処理理モニタリング マルチパック古紙

n 古紙の利利⽤用拡⼤大の課題
ü 異異物混⼊入／異異臭古紙、捺染紙、ワックス含浸古紙
ü 品質低下／分別の不不徹底、価格変動による低品質古紙混⼊入
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⽣生物多様性への取組み
n ⽊木材パルプの調達
調達⽅方針に則り、適法に伐採された⽊木材から製造されたパルプのみを調達。第三者認証品を優先するようにする。

n ビオトープ

ビオトープで確認された
ヘイケボタル

地域の⾃自然保全などを⽬目的に、福島⽮矢吹⼯工場（福島県）と武⽣生⼯工場（福井県）の敷地内にビオ
トープを造成し、維持管理理をする共に⽣生態系の推移を調査するためにモニタリングを⾏行行っている。

ビオトープ全景 ⽣生息・繁殖しているトミヨ
（県域絶滅危惧Ⅰ類）

隣隣接する鎮守の森
に⾃自⽣生する希少種キンラン

2014年年度度 パルプの購⼊入先と⽐比率率率
原産国 構成⽐比 FSC認証*1 個別管理理*3

⽇日本 87.26 ✔ ✓
南アフリカ 5.91 ✓
チリ 2.82 ✓
インドネシア 2.29 ✓
カナダ 1.11 ✓
スウェーデン*3 0.61 ✔

福島⽮矢吹⼯工場 武⽣生⼯工場

*1)    FSC  :  Forest  Stewardship  Council   *2)  PEFC： Programme  for  the  Endorsement  of  Forest  Certification
*3) 国産パルプは⽇日本製紙連合会の「違法伐採の⾃自主的な取リ組み」に基づき管理理されたパルプ、輸⼊入パルプはメーカーからは（違法伐採はしてない

旨の）宣⾔言書、チップの⼊入⼿手と森林林認証の割合に関するレポートは⼊入⼿手している

2010年年度度 パルプの購⼊入先と⽐比率率率
原産国 構成⽐比 FSC認証*1 PEFC認証*2 個別管理理*3

⽇日本 92.3 ✓
南アフリカ 4.6 ✓
インドネシ
ア 2.8 ✓

ブラジル 0.2 ✓
チリ 0.1 ✓
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FSC森林林認証

年年⽉月 内容 対象
2013年年 12⽉月 ⽩白板紙認証取得 利利根川事業所
2014年年 7⽉月 チップボール認証取得 ⼋八潮⼯工場
2015年年 2⽉月 段ボール原紙認証取得 製紙5⼯工場
2015年年 4⽉月 認証段ボール原紙⽣生産開始 製紙5⼯工場
2015年年 6-‐‑‒7⽉月 第⼀一回年年次審査 利利根川・⼋八潮・本社ほか
2015年年 9⽉月 認証段ボール原紙出荷開始 製紙5⼯工場
2015年年 8-‐‑‒9⽉月 段ボール認証取得 全国段ボール・紙器⼯工場

取得スケジュール

n 当社の取組み
当社では2013年年に茨城県坂東市にある利利根川事業所
製紙⼯工場1号機で製造する⽩白板紙でのFSC  COC認証
取得に取組み始め、以降降、チップボールや段ボール
原紙にも拡⼤大した。

※段ボール・紙器⼯工場はマルチサイト認証
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FSC森林林認証
n FSC  COC認証とは
ü FSC認証材やリサイクル材などの適切切な原材料料を使⽤用し、
確実な識識別管理理を⾏行行っていることを認証。

ü ⾮非認証林林由来の製品（原料料）が混⼊入しないよう適切切に管理理
する。

①原料料供給者に発注

②認証パルプ⼜又は古紙
認証原紙の購⼊入・受領領

③認証製品の製造

④認証製品の販売

製造者（当社）

①

②

COC認証取得者
または古紙問屋

レンゴー製紙⼯工場
または
COC認証取得済の
購⼊入先

原料料供給者

同じように
①〜～④を実施

「管理理の連鎖」

顧客

④

※  ⾚赤字は製紙⼯工場、
⻘青字は段ボール・紙器⼯工場
⿊黒字は共通
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FSCにおける古紙の分類
n市中回収古紙（ポストコンシューマー古紙）
製品の最終消費者である個⼈人、家庭、または商業的・産業的・公共的な施設により意
図した⽬目的のために使⽤用され、消費者または商業製品から回収・再⽣生された原材料料
（例例）使⽤用済み段ボール箱、家庭や会社から回収した古新聞・古雑誌・回収した家庭

から出た雑古紙や包装材 など
n産業回収古紙（プレコンシューマー古紙）
⼆二次製造またはさらに川下の産業の⼯工程において意図せず⽣生産されたが、最終⽤用途に
合わず、⽣生産された製造過程において再使⽤用することができないため、こうした⼯工程
から回収・再⽣生される原材料料
（例例）成形時の端材（裁落落）、過剰発⾏行行の印刷物、出版社の余剰品・返品 など

2015年年10⽉月に解釈が変更更され
産業回収古紙を市中回収古紙と同等に分類しても
良良いことになった
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課題／包装資材である段ボールを中⼼心に

n認知度度が低い、特に⼀一般消費者に届かない包装資材の場合
ü FSCの認知度度が低いため、採⽤用している企業や採⽤用検討をしている企業
は少ない

n供給源が限定されている
ü FSC認証段ボール原紙の供給源が少ない
ü従って、段ボールの供給量量にも制限あり

n認証品と⾮非認証品の線引きで不不明瞭な点がある
ü段ボール包装の付属品の解釈など

n⾮非認証品混⼊入のリスク ⇔ 管理理の徹底
ü意図しない⾮非認証品混⼊入のリスクがあり、対策として管理理を強化・徹底
せねばならない


